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午後 ２時００分 開会 

 

○貝ノ瀨教育長  ただいまから令和５年第１２回教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日の会議録署名委員は、松原委員にお願いいたします。 

 それでは、議事日程に従いまして、議事を進めてまいります。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第１ 教育長報告 

○貝ノ瀨教育長  日程第１ 教育長報告を議題といたします。 

 伊藤部長、お願いします。 

○伊藤教育部長  私から２点ご報告をさせていただきます。 

 １点目は、１１月の本定例会で議決をいただきました令和５年度一般会計補正予算見積

書につきまして、１２月議会での提案を見送ることとしましたので、ご報告をさせていた

だきます。補正予算の内容としては、国立天文台周辺地区まちづくりにおける義務教育学

校の設置に向けて、教育・子育て研究所に研究会を設置する予算の提案です。 

 提案を見送ることとした理由ですけれども、国立天文台の自然環境調査におきまして、

オオタカの営巣は確認されなかったんですが、鳴き交わしという繁殖行動の一つが確認さ

れました。そこで、オオタカの行動圏の状況をより丁寧に把握するため、追加の調査を実

施することとしたところです。このことに伴いまして、今年度中に予定していた土地利用

基本構想の策定時期も延期することにしましたので、研究会の設置につきましても、次年

度の設置に向けて再調整することとしたものです。 

 次に、令和５年第４回市議会定例会一般質問についてご報告します。２点資料がありま

すので、適宜ごらんいただきたいと思います。「一般質問通告一覧」と「一般質問割り振り

表」です。今回の一般質問では、教育長には１１人５７問の質問がありました。順次ポイ

ントをご説明します。 

 №１、立憲民主緑風会の谷口敏也議員です。教育長への質問は大きく、子ども施策の拡

充と学校３部制の展開の２点でした。子ども施策の拡充については、今年４月のこども基

本法の施行を踏まえまして、教育施策を決定する際の小・中学生からの意見聴取とその反

映についてのお尋ねでした。教育委員会では令和３年７月に、「三鷹市公立学校の管理運営

に関する規則」に児童・生徒の意見の尊重を位置づけまして、意見を聞く機会を積極的に

設けなければならないことを定めております。このことを踏まえ、デジタル・シティズン

シップ育成指針や次期教育ビジョンの策定に向けた検討におきまして、児童・生徒からの

意見聴取あるいは協議の機会を積極的に設けたことを答弁しました。そのほか、子ども議

会の開催や三鷹子ども憲章の授業での活用についてもお尋ねがありました。 

 また、学校３部制の質問は、特に第２部ですが、子ども政策部と教育委員会の費用分担

の在り方や組織の再編についてお尋ねがあったところです。市長と教育長に同様の質問が

ありましたが、市長答弁では、国立天文台周辺まちづくりの本部体制における検討を通し

て、最適な組織体制と予算配分の在り方について方向性を定めていきたい旨の答弁があり

ました。 
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 次に、№２、立憲民主緑風会のおばた和仁議員です。国立天文台周辺のまちづくりにつ

いては、主に市長への質問でした。教育委員会へは、オーガニック給食の導入についてで

すが、調達の実績はあるところですけれども、量の確保が難しいこと、また、一般の農産

物より高価であることなどから利用頻度は高くないという現状を答弁しました。また、全

て有機米を使用した場合の試算としては幾らかという質問もあったんですが、試算で年間

６,０００万円を超えることなどを答弁したところです。同様の質問が市長にもありまし

たけれども、市内農家には有機ＪＡＳ認証を取得した農家は確認できない、このような現

状もありまして、まずは市内産野菜の使用率３０％とそれ以上を目指す、このような方向

性を市長は答弁されております。 

 また、生成ＡＩの小・中学校での活用についても質問がありました。国は暫定的なガイ

ドラインをまとめたんですけれども、現状においてはガイドラインと呼べるものではなく

て、活用については今後慎重に検討していく必要がある旨を答弁したところです。 

 次に、№３、日本共産党の紫野あすか議員ですけれども、学校給食の無償化として、こ

れまで同様の答弁をしております。 

 次に、№４、日本共産党の前田まい議員です。大きく２点の質問で、１点目の小・中一

貫教育の検証については、学園・学校評価アンケート等も実施しながら評価・検証を実施

するとともに、学園長会議において特色ある取組を共有していること、成果としては、中

１ギャップの緩和、小・中一貫カリキュラムによる学力の定着、異学年や異校種交流によ

る対話の創出、キャリア教育の充実等が挙げられる旨を答弁したところです。 

 また、相互乗り入れ授業の教員の負担や、低学年の先生が乗り入れ事業を行うことのマ

イナスの影響についてという質問もありました。答弁としては、教員の移動時間も考慮し

た時間割を綿密に計画していること、また、市費の負担で教員を補充していることを答弁

しております。 

 次に、義務教育学校の制度を活用することとした理由についてのお尋ねがありました。

これまで施設が分離した状態では、学校マネジメントの観点から導入は難しいと考えてい

たところですけれども、国立天文台周辺地区のまちづくりでは小学校と中学校が隣接し、

一体的な整備が行える可能性があります。そこで、独自教科の設定や小・中学校間の指導

内容の入替え意向など、弾力的で特色ある教育課程の編成が容易に可能となるなど、多く

のメリットがある義務教育学校の制度による設置を目指すこととした旨を答弁しておりま

す。 

 次に、№７、きらりいのちの野村羊子議員です。コロナの５類移行を踏まえて、改めて

学校行事の在り方の検証をとの質問でした。質問された議員さんも、学校行事は子どもた

ちの成長に欠かせない経験となる重要な機会である、このような認識からの質問であった

と思います。そこで答弁ですが、基本的にはコロナ禍における制約をなくす方向で実施す

べきであるとした上で、単にコロナ前に戻すだけでなく、コロナ禍の経験と工夫を生かし

ながら、さらに行事のねらい、目的を押さえた上で、子どもの主体性を尊重した改善を行

うことが重要である旨を答弁しました。 

 次に、№８、れいわの石井れいこ議員です。「フルインクルーシブ社会の実現へ」という
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質問で、不登校への対応と学校のバリアフリーの大きく２点の質問でした。不登校への対

応では、不登校の増加に対する評価と今後の対策、Ａ－Ｒｏｏｍの課題と職員の資質向上、

スクールカウンセラーの相談体制、また保護者からの相談や要望などの質問があったとこ

ろです。 

 答弁ですが、基本的には現状の数値でありますとか状況を答弁した上、今後の対策とし

ては、子どもたちにとって楽しい魅力ある教育活動を着実に推進すること、子どもの個々

の状況に応じた必要な支援と関係機関との連携、またアウトリーチ機能の強化を含めた相

談体制の充実を図る旨を答弁したところです。なお、令和４年度の実績として、スクール

カウンセラーを利用した児童・生徒の実人数ですけれども、小学生が１,３９８人で全体の

１４.７％、中学生が５９６人で全体の１６.７％です。同様にスクールソーシャルワーカ

ーが支援した実人数は、小学生が４５２人で４.８％、中学生が３４２人で９.６％という

実績です。 

 もう１点の学校のバリアフリーについては、車椅子使用者用トイレやスロープ、エレベ

ーターの設置状況と今後の整備予定について、特にエレベーターの設置を質問されていま

したので、答弁としては、今後も学校施設の建て替えや大規模改修などの機会を捉えて、

計画的に整備が実施できるよう検討を進める旨の答弁をしております。 

 次に、№１６、公明党の粕谷稔議員です。教育長への質問は１点で、学校トイレのユニ

バーサルベッド、大人用ベッドの設置についてのお尋ねでした。教育センターにおきまし

ても、地下１階にはユニバーサルベッド、大人用のベッドを設置しているんですけれども、

やはりスペースが必要なことから、建て替えや改修の機会を捉えて設置を検討する旨を答

弁したところです。 

 次に、№１９、つなぐ三鷹の会の成田ちひろ議員です。中学校における内申点のつけ方

についての質問でした。１、２年生を含めた保護者への説明機会の充実についてという質

問に対しましては、各学校が年２回実施している進路説明会のほか、１、２年生にオンラ

イン参加や資料配布等を行っている学校もありますので、このような取組を校長会、ある

いは進路指導主任会等で周知をしまして、引き続き丁寧な説明に努めていく旨を答弁して

おります。 

 また、評価の運用の確認につきましては、各中学校長が委員となる成績一覧表調査委員

会において確認を行っておりまして、市教委としても必要に応じて改善等の指導、助言を

行っている旨を答弁したところです。 

 次に、№２０、日本維新の会の中泉きよし議員です。国立天文台周辺地区のまちづくり

につきまして、市長、教育長に質問がありました。教育長への質問は２点で、１点目は、

他の学区域から義務教育学校への入学希望があった場合の対応でした。答弁ですが、いわ

ゆる学校選択制の導入につきましては、近年見直す自治体が増えている、このような実態

がありまして、そうした現状にも触れつつ、三鷹市では子どもたちを通わせたい学校を、

学校、家庭、地域が協働してつくるコミュニティ・スクールを推進していることを考える

必要があると、このような答弁をしております。また、義務教育学校の今後の展望につい

てというお尋ねに対しましては、学校施設に一定の一体性が確保できること、また、学校
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規模として適正であることなどを考慮すべき点があり、直ちに全ての学園を義務教育学校

にできるものとは考えていないこと、また、義務教育学校の開設後に成果を十分に評価・

検証していきたい旨を答弁したところです。 

 なお、市長から、義務教育学校を目指すことに至った検討過程について答弁がありまし

た。順番といいますか、まずは浸水予想区域にある羽沢小の移転があり、その上で、学校

の要望もあって、実際には学校ＣＳ委員会からも要望があったわけですけれども、天文台

が学区域の大沢台小も一体的に整備することとした。さらに、七中と隣接しますので、そ

のメリットを生かし、義務教育学校を目指すことにした経緯であるという答弁です。また、

義務教育学校は小・中一貫教育の発展的な形であり、１５年以上にわたる三鷹市の取組の

延長線上にもあるとも言える、このようにも答弁されております。教育長もおおむね同様

の答弁をされております。 

 次に、№２１、参政党の蛯澤征剛議員です。米飯給食の推進について、小麦と比較し価

格が安価な米を活用し、文科省の通知にある週４回程度の実施を目指すべきとの質問が中

心でした。また、米粉パンの使用でありますとか、食材提供における農村地域との連携や

オーガニック米の使用についてもお尋ねがあったところです。答弁ですが、食育の観点か

らは、今日も麺類でしたけれども、子どもたちが様々な食材に触れることも重要であり、

米飯を中心にパンや麺類とのバランスも考慮しながら、バラエティーに富んだ献立を提供

していくことを基本に考えるということです。また、検討の方向性としては、週４回程度

まで米飯を増やすこと、あるいは、今年度、新米を購入した福島県矢吹町産の米のさらな

る利用につきまして、市長部局と連携して検討することなどを答弁しております。 

 最後に、№２３、都民ファーストの会の山田さとみ議員です。外国語のみを話す児童・

生徒への支援についての現状と課題、今後の方向性を質問されました。答弁ですが、市で

は三鷹国際交流協会と連携し、在籍校に日本語指導員を配置し、語学サポートや個別指導

を実施していること、今後も国際交流協会が実施する土曜日の子ども教室への参加を勧奨

するなど、支援の継続と拡充に努める旨を答弁しております。なお、日常的な支援として

は、タブレット端末の翻訳機能でありますとか、あるいはポケトークの貸出し等によりま

してコミュニケーションの支援を行っているところです。 

 私からの報告は以上です。 

○貝ノ瀨教育長  ありがとうございました。では、総務課からお願いします。宮﨑課長。 

○宮﨑総務課長  総務課から順次ご説明いたします。 

 まず、冊子の４ページをお開けください。４ページの実績等でございます。１１月１４

日に文教委員会がありましたけれども、行政報告につきましては、令和５年度学力・学習

状況調査等の結果について、それから令和４年度三鷹市立小・中学校児童・生徒の問題行

動、不登校等の実態についての２件でございました。１１月２０日につきましては、第五

小学校の教育委員会訪問でした。ご参加ありがとうございました。 

 続きまして、５ページの予定等でございます。本日、第七小学校の教育委員会訪問があ

りました。ご参加ありがとうございました。それから、日にちは未定となっておりますけ

れど、文教委員会が予定されておりまして、行政報告といたしましては、この後ご報告い
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たします令和６年度三鷹市立小・中学校給食調理業務の委託についてなどでございます。 

 それから、２０日でございます。１２月２０日につきましては、教育委員会と市立小・

中学校の保護者代表との教育に関する懇談会ということで、１０時から２時間程度なんで

すが、テーマを設定して、ＰＴＡの代表の方が数人のグループに分かれて、教育委員会の

委員の皆様、それから部課長職とともにお話合いをするといったものでございます。後ほ

ど資料をお渡ししますので、ご了承ください。 

 私からは以上です。 

○貝ノ瀨教育長  続きまして、教育センター、田島課長。 

○田島総務課施設・教育センター担当課長  私からは、教育長報告の前に、教育委員会

資料の三鷹市立小・中学校校庭危険物等調査除去業務の完了報告について、資料をごらん

ください。 

 まず、９月に中間報告をしておりますけれども、都内の区立の小学校の校庭におきまし

て、くぎで児童がけがを負うという事故を受けまして、市では教職員が中心となりまして、

校庭のくぎやフックなど危険物について点検、除去、安全確認をしております。この業務

は、地表上に露出していない、地中に埋まっている危険物につきましては目視での確認が

困難であることから、金属探知機による確認及び除去を実施したものでございます。調査

除去業務は夏休み期間中を中心に実施してまいりましたけれども、工事等によりまして調

査ができない学校を含め、今回、全ての学校で業務が完了したために報告をするものでご

ざいます。 

 各校の除去業務については資料のとおりになります。除去した主なものとしましては金

属くいになります。学校には、運動会等での行事でくい等を校庭に打つ場合には、打った

場所、本数などを管理して、行事終了後、必ず撤去するように指導しているところでござ

います。 

 続きまして、行事実績等の報告です。６、７ページをお開きください。６ページの実績

についてですけれども、最終回であります第４回科学発明教室をＡ・Ｂコースが１１月１

２日、Ｃ・Ｄコースが１２月３日で実施をいたしました。 

 工事関係におきましては、羽沢小学校の外壁工事について塗装が終了しておりまして、

今、足場撤去を行っているところでございます。また、第二中学校の大規模改修Ⅱ期工事

につきましては、本日、足場払い前検査を実施する予定でして、１２月末の完了を目途に

進めております。それ以外の工事につきましては、記載のとおりでございます。 

 私からは以上であります。 

○貝ノ瀨教育長  学務課、久保田課長。 

○久保田学務課長  学務課でございます。資料の８ページ及び９ページをごらんくださ

い。８ページ、実績報告等でございます。１１月８日に、学校給食調理業務に係る３回目

の候補者選定委員会を開催いたしました。机上で配付をしてございます資料のうち、「令和

６年度三鷹市立小・中学校給食調理業務の委託について」という表題の資料について、ご

用意いただきますようお願いいたします。 

 令和６年度に更新を迎えます第四小学校、第六小学校の連雀学園東、北野小学校、第六
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中学校、第四中学校について、プロポーザル方式による選定を実施いたしました。選定に

当たりましては、教育部長を委員長とした候補者選定委員会を設置し、対象校の学校長５

名の方にも選定委員となっていただき、選定を行ったところでございます。 

 今回のプロポーザルには８者の応募があり、書面による一次審査において、上位７者を

選定し、二次審査のプレゼンテーション審査を実施いたしました。１１月８日に、企画提

案書、経営状況、見積り金額、委員の意見を基に最終選定を行い、第四小学校、第六小学

校の連雀学園東につきましては株式会社東洋食品を、北野小学校、第六中学校におきまし

ては株式会社藤江を、第四中学校におきましては株式会社メフォスをそれぞれ契約候補者

として選定したところでございます。株式会社東洋食品は、連雀学園東、第四小学校、第

六小学校について現在受託をしておりますので、引き続きの受託となるところでございま

す。株式会社藤江は、北野小学校、第六中学校について、現在の株式会社メフォスから変

更しての受託となります。株式会社メフォスは、第四中学校について、現在の株式会社藤

江から変更しての受託となります。今後、来年度の委託開始に向けて手続を進めてまいり

ます。 

 続きまして、９ページにお移りください。行事予定等についてでございます。１２月１

５日に学校保健会役員会を開催し、来年３月に発行いたします「三鷹の学校保健」の原稿

依頼について調整、確認を行うとともに、来年度の講演会についての調整を行ってまいり

ます。 

 続きまして、インフルエンザ感染症発症に伴う学校の臨時休業についてご報告をいたし

ます。机上に配付をしております資料のうち、「三鷹市立小・中学校におけるインフルエン

ザによる臨時休業等の状況」というタイトルの資料のご用意をお願いいたします。 

 まず、本日の時点での学級閉鎖の状況について、口頭にてご報告いたします。本日時点

で、南浦小学校の３年生、七小の４年生、五小の５年生、一中の３年生で、各１学級がイ

ンフルエンザにより学級閉鎖となっているところでございます。 

 続いて、資料のご説明です。９月以降のインフルエンザによる臨時休業の状況について

お示しをしたところでございます。例年ですと、インフルエンザの発生に伴う学校臨時休

業は１２月から１月にピークを迎え、３月には落ち着きを見せるところになっております

が、今年度の特徴といたしまして、１０月に一度大きなピークを迎えております。今後、

例年どおり１２月から１月にかけて再度ピークが発生することが予想されますので、引き

続き学校における感染予防に努めてまいります。 

 続きまして、神奈川県内の食品加工事業者による産地偽装報道についてのご報告を申し

上げます。「学校給食における産地偽装食材使用の可能性について」というタイトルの資料

をごらんください。１０月３１日付けの新聞報道にて、神奈川県川崎市において、食品加

工事業者である寿食品が外国産豚肉を国産と偽って、学校給食食材として納入していたこ

とが判明したとの報道がございました。三鷹市では、当該加工事業者との直接の取引はご

ざいませんが、食品納入事業者１社において、当該加工事業者の豚肉の取扱いがあったこ

とから、使用状況等について調査を行いました。当該加工事業者が加工しました豚肉につ

きまして、令和５年度は４校にて４１１.１キログラム、３３回の提供がございました。詳
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細につきましては、お手元の資料にお示ししたとおりでございます。 

 使用した豚肉について、今回の報道にあったものと同様に、産地偽装されたものかにつ

きましては不明でございます。なお、三鷹市の対応といたしまして、報道にあった加工事

業者の食材については、令和５年１０月２１日以降、使用を停止しており、ほかの食品加

工事業者に変更して対応しているため、給食の献立の変更や提供について影響はございま

せん。また、現時点で、児童・生徒の健康被害についても報告を受けていないところでご

ざいます。引き続き報道等を注視するとともに、関係機関と連携し、安全で安心な学校給

食の提供に努めてまいります。 

 その他報告事項につきましては、記載のとおりです。 

○貝ノ瀨教育長  ありがとうございました。総合教育相談室、星野課長。 

○星野学務課教育支援担当課長  総合教育相談室、１０ページ、１１ページになります。

実績報告です。１１月１４日、２８日、通級支援委員会を実施いたしました。通級指導を

希望する児童・生徒、１４日は１１件、２８日は４２件の児童・生徒の審議を行いました。

１２月５日、就学支援委員会、こちらでは小学校の就学及び転学、また中学校の就学、転

学に関する審議を行い、小学校は７件、中学校は６件、計１３件の審議を行ったところで

ございます。 

 行事予定です。１２月１９日、通級支援委員会、年内最後になりますけれども、３７件

の審議を予定しております。２６日、長期欠席・不登校状況にある児童・生徒への支援の

在り方に関する研究会の第４回目を開催します。大きなテーマとしては、不登校特例校、

今、「学びの多様化学校」と呼んでおりますけれども、調布市立第七中学校のはしうち教室

で、学びの多様化学校の分教室を設置して運営しておりますので、調布市の統括指導主事

に研究会へ来ていただいて、調布市の実践等をご紹介していただきながら、委員の先生方

で三鷹市で学びの多様化学校分教室型を含めた必要性や設置の状況について協議してまい

りたいと考えております。 

 総合教育相談室、以上です。 

○貝ノ瀨教育長  ありがとうございました。指導課、福島課長。 

○福島指導課長  １２ページ、１３ページをお開きください。まず、実績報告です。１

１月１０日、１７日、２２日と、東台小学校、第二小学校、第六小学校、それぞれの周年

の記念式典が行われました。無事行うことができました。委員の皆様におかれましても、

お忙しい中、ご出席いただきまして、ありがとうございました。 

 １３ページ、行事予定についてです。１２月９日の土曜日、今週末になりますが、デジ

タル・シティズンシップに係る全学園での熟議、昨年度に引き続き行います。児童・生徒

の代表、教員、そしてＣＳ委員の皆様とともに、今年度は、それぞれの行動宣言について

考えていただいて、より意識を高めていければと、よりよい使い手に向けて意識を高めて

いきたいと考えております。 

 その他については記載のとおりになります。 

 続きまして、令和４年度に発生した三鷹市立小・中学校における体罰等の実態について

ご報告いたします。机上配付資料をご確認ください。Ａ３判２枚つづりになっております。
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昨年度は令和５年３月の教育委員会定例会にご報告いたしましたが、都の調査結果発表が、

令和４年度につきましては先月の１１月に公表されたため、このたびの報告になっており

ます。 

 この調査は、過去に発生した大阪の高校での部活動顧問からの体罰により自ら命を絶つ

という痛ましい事件を受けて、平成２４年度から都内全公立学校を対象に実施しているも

のです。具体的には都内公立学校の全児童・生徒を対象に、各学校における質問紙による

調査を実施し、その調査結果に基づき、各学校の管理職による当該教員への聞き取りを行

い、疑わしきケースも含めて、全ての案件について精査した結果を東京都教育委員会に報

告しております。 

 １番「本市における体罰等の状況」をごらんください。三鷹市教育委員会内では令和４

年度はゼロ件、該当する案件はありませんでしたということをご報告いたします。その下

の枠囲みをごらんください。参考ということで、東京都の体罰等の状況についてです。東

京都全体では、令和４年度に体罰と認定された事故は小・中学校合わせて７件で、令和３

年度と同様でした。東京都全体においても体罰は大幅に減少しています。なお、本調査を

開始した平成２４年度は１８２件でしたが、令和２年度に初めて１桁の報告件数となり、

令和４年度も継続しているという状況になります。これは、都内公立学校における年３回

の服務事故防止研修等の実施により、体罰は絶対にいけないという認識が各教員に浸透し

てきている結果であると考えています。特に７月１日から８月３１日、夏季休業日を活用

した体罰防止月間として位置づけ、全教員を対象とした悉皆研修を実施しております。管

理職が教員一人ひとりとの個別面談を実施しています。三鷹市においても引き続き、体罰

は暴力行為であるとともに、重大な人権侵害に当たる行為であるという認識の下、研修等、

様々な機会を通じて教職員への指導を継続してまいります。 

 ２枚目は、参考資料といたしまして、東京都教育委員会が示す体罰の定義、体罰関連行

為のガイドラインを掲載しております。 

 指導課からは以上となります。 

○貝ノ瀨教育長  確認ですけれど、これ、全児童・生徒に対して質問紙法でやっている

んですね。 

○福島指導課長  はい。毎年１０月、１１月ぐらいに各校でそれぞれの時間を設定して

調査を実施しております。 

○貝ノ瀨教育長  本年度はゼロ件ということですね。 

○福島指導課長  令和４年度はゼロ件で、５年度は、今、集約をして、この後東京都に

報告していくことになります。 

○貝ノ瀨教育長  分かりました。ありがとうございました。越室長。 

○越教育政策推進室長  それでは、教育政策推進室のご報告でございます。１４ページ、

１５ページをお開きください。 

 １４ページ、実績等でございます。各学園におけるコミュニティ・スクール委員会、ま

たＰＴＡを中心とした家庭教育学級が順次開催されているところでございます。１１月９

日木曜日にはコミュニティ・スクール委員会会長・副会長連絡会、今年度２回目を開催し、
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各学園のコミュニティ・スクール委員会の情報共有を図ったところでございます。 

 また中段、２１日火曜日でございますけれども、学校３部制の第３部のモデル事業の２

回目として、第三中学校の木工室を会場に、大人向けの電動糸のこぎりを使った工作教室

を開催しました。こちら、三鷹市の星と森と絵本の家で木工クラフトの工作の指導をして

いただいているボランティアの方々に講師としてお越しいただきまして開催し、皆さん、

非常に笑顔で楽しく糸のこぎりを使って工作してお帰りいただき、よい会となったかと思

っております。 

 ２１日火曜日から１月３０日火曜日まで、令和５年度みたか学校支援者養成講座としま

して、「～子どもの学びをサポートする～大人の教育力ＵＰセミナー」と題しまして、こち

ら、ＹｏｕＴｕｂｅの限定配信におきましてオンデマンド講座の形で、子どもの学びをサ

ポートする講座の公開をしております。また、１月３１日には交流会を予定しているとこ

ろでございます。 

 右側１５ページ、今後の予定等でございますけれども、明日７日木曜日に公立学校ＰＴ

Ａ連合会と学校代表者、校長先生方との懇談会を開催する予定となっております。また、

１５日金曜日でございますけれども、貝ノ瀨教育長が会長を務めており、私ども教育政策

推進室が事務局を務めております全国コミュニティ・スクール連絡協議会の主催する全国

コミュニティ・スクール研究大会ｂｙ鳥取県南部町が開催予定となっております。また、

２０日水曜日、学校３部制第３部のモデル事業第３回目として、第七中学校におきまして、

夜の学校で天体観察をするという企画を予定しております。２１日木曜日、スクール・コ

ミュニティ推進員連絡会でございますが、こちらにつきましては、子ども政策部児童青少

年課の地域子どもクラブ代表者会議と合同で開催する予定としておりまして、学校３部制

等について私どもから、地域子どもクラブの関係者含めてご説明し、また、いろいろな意

見交換、情報交換をするということで考えております。 

 教育政策推進室からは以上でございます。 

○貝ノ瀨教育長  図書館、大地館長。 

○大地三鷹図書館長  １６ページをごらんください。まず、実績でございます。展示で、

１０月３１日から１１月１２日まで、「虐待予防・養育家庭普及啓発キャンペーン」という

ことで、子ども発達支援課と共催で展示をいたしました。また、その後１２月４日から障

がい者支援課共催で企画展示を実施しております。その後、イベントでございますが、１

１月１２日、みたかとしょかん図書部！の定例会を開催いたしました。 

 予定でございます。１７ページ、展示では、１２月１２日から連雀学園しおりデザイン

コンテストということで、コンテストの結果について本館で展示をさせていただきます。

また、イベントでございますが、１２月１０日、みたかとしょかん図書部の定例会、また、

みたか電子書籍サービスの利用講座も今回初めて日曜日に実施することになっております。

また、１７日、ワークショップ「くまの子ウーフのおうちをつくろう」ということで、こ

ちら、神沢利子さんの生誕１００年記念の関連イベントということで実施いたします。ま

た、１９日には大成高校のハンドベル部の演奏会を行います。また、１２月２８日から１

月３日まで、図書館全館でブックポストを閉鎖いたします。 
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 私からは以上です。 

○貝ノ瀨教育長  ありがとうございました。次、スポーツと文化部です。齊藤部長、お

願いします。 

○齊藤教育部理事  スポーツと文化部です。１８ページの実績等です。１１月１１日に

社会教育委員の連絡協議会第５ブロック研修会を行いました。研修会では学校３部制をテ

ーマに、主に夜間・休日の学校施設の活用についてグループワーク等での議論を行いまし

た。１１月２０日、文化財保護審議会を開催し、井の頭にある庚申供養塔の文化財指定に

ついて審議しました。これについては、２月の定例会で文化財指定の議案として提出する

予定です。１２月２日、３日の２日間、元気創造プラザの全館融合事業として、まるごと

ウェルカムデーを各フロアで連携を図りながら開催しました。２日間でおおむね２,００

０人ほどの来場者となりました。 

 続きまして、１９ページの予定です。１２月１５日から１７日の３日間、年内に解体工

事のため閉鎖するＪＲのこ線人道橋について渡り納めイベントを開催します。こちらにつ

いては、今、３日間で約４,０００人の応募者となっております。 

○貝ノ瀨教育長  続いて、二浦課長。 

○二浦教育部参事  スポーツ関係になります。１８ページの１１月１６日、１７日に、

全国スポーツ推進委員研究協議会が青森で開催され、三鷹市のスポーツ推進委員協議会が

優良団体として表彰されました。１２月２日、ＳＵＢＡＲＵ総合スポーツセンターメイン

アリーナで、２０２３ボッチャみたかカップを開催いたしました。また、３日の日曜日で

すが、東京都の主催事業で、「ＴＨＥ ＲＯＡＤ ＲＡＣＥ ＴＯＫＹＯ ＴＡＭＡ２０２

３」の第１回大会が開催されました。 

 続きまして、１９ページになります。１２月１２日の火曜日、１０月８日に開催された

みたかスポーツフェスティバル実行委員会、約２万人の方に参加いただきましたけれども、

今年度最後の実行委員会を開催する予定になります。 

 以上になります。 

○貝ノ瀨教育長  ありがとうございました。 

 以上で報告が終わりました。委員の皆様のご質疑をお願いいたします。よろしいでしょ

うか。 

 それでは、日程第１、教育長報告を終わります。 

 以上をもちまして、令和５年第１２回教育委員会定例会を閉会いたします。 

    ──────────────────────────────── 

午後 ２時４２分 閉会 

  


